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［Ｉ］ 次の文章の空欄  1  ～  25  に入るもっとも適切な語句を、次の語句群①～○55
からそれぞれ一つ選択し、文章を完成させなさい。解答はすべて解答用紙に語句の 

数字を記入すること。 

 

 ミカさんとアヤコさんは夏季休暇中に、ヨーロッパへ旅行に行くことを計画している。そ

こで、ヨーロッパについて、いろいろと調べてみた。 

ヨーロッパの中央部には、アルプス山脈が東西に連なり、それを境に南北で自然環境が異

なることが分かった。例えば、北側はアルプス山脈を源としたライン川などの 1 が流れ、

長期にわたる侵食により起伏がなだらかになった 2 などが広がっている。パリ盆地周辺

の地域では、硬軟のある地層が侵食されてできた 3 という地形である。 

一方、アルプス山脈の南側は、北側より山がちで平野も少なく、流れの急な河川がみられ

る。また、約 10年ぶりに大噴火が起こった 4 島のエトナ火山のような火山もみられ、地

震なども発生する。 

次に、ヨーロッパの気候をみた。ヨーロッパの大部分は日本より高緯度に位置しているが、

大西洋を北上する暖流の 5 と、上空を吹く 6 の影響を受け、比較的に温暖であるた

め、ケッペンの気候区分では 7 に区分される。また、アルプス山脈の南側は、夏が暑く

乾燥し、冬に降水が集中するため、ケッペンの気候区分では 8 に区分される。 

上記のような自然環境の違いは、農業や食文化にも影響を与えた。アルプス山脈の北側で

は小麦やじゃがいもなどの主要作物のほかに、飼料用作物の栽培と豚や肉牛などの飼育を

組み合わせた農業形態の 9 がみられる。肉を保存するために、ドイツや近隣諸国などで

はソーセージ作りが盛んで、ソーセージを使用した料理が多くみられる。 

また、フランス北部やスイス、デンマーク、オランダなどでは牧草を栽培し、乳牛を飼育

する農業形態の 10 がみられ、チーズやバターを使用した料理が多くみられる。一方、南

ヨーロッパでは、南ヨーロッパを特徴付ける農業形態の 11 がみられ、ピザやパスタに使

用される小麦やオリーブ、ワインの原料のぶどうやオレンジなどの柑橘類が栽培されている。 

ヨーロッパでは、歴史や文化を保護・保全しようとする意識が高く、古い町並みを保存し

た都市が多い。このような都市は、世界遺産に登録されているものもあり、多くの観光客が

来訪している。例えば、第二次世界大戦前の町並みが再現されたポーランドの首都 12 の

歴史地区、古い町並みと噴水が象徴的なスイスの首都 13 の旧市街など数多い。そのほか

ヨーロッパでは、都市住民が豊かな自然に親しみ、農業体験などを楽しむ 14 や、自然の中で

環境の問題や保全について学ぶことを中心とした 15 などの観光形態を体験できる地域も多い。 
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ヨーロッパを訪れる際には、宗教と言語についても理解する必要がある。そこで、ミカさ

んとアヤコさんはこれらについても調べてみた。ヨーロッパに暮らす人々のほとんどがキ

リスト教を信仰している。例えば、チェコやポーランドでは 16 が、イギリスやドイツ北

部では 17 が、ギリシャでは 18 の宗派が多い。また、それぞれの地域で使用されてい

る言語は３つに分けられている。スペイン語やフランス語に代表される 19 語派、英語や

ドイツ語などの 20 語派、ポーランド語やロシア語などの 21 語派である。ヨーロッ

パの中でも、スイスはドイツ語、フランス語、イタリア語、 22 の 4つの公用語を定めて

いる。そのため、スイスの紙幣は 4言語で表記され、主要駅名看板や多くの食料品には 3つ

以上の言語で表記されている。 

1993 年の 23 発足後、ヨーロッパの国ぐにでは、単一通貨であるユーロを使用する国

が増え、その加盟国内の交流が活発になった。現在、EU には 24 か国が加盟している。

また、 25 協定によって、パスポートを提示せずに自由に行き来できる国ぐにもある。 

 

語群 

①温帯湿潤気候   ②西岸海洋性気候   ③地中海性気候   ④温暖冬季少雨気候 

⑤北赤道海流    ⑥北大西洋海流    ⑦ベンゲラ海流   ⑧カトリック  

⑨正教会      ⑩プロテスタント   ⑪ムスリム     ⑫国際河川 

⑬人工河川     ⑭外来河川      ⑮ゲルマン     ⑯スラブ 

⑰ラテン      ⑱バルト       ⑲東ドイツ平原   ⑳ハンガリー平原 

㉑パンパ      ㉒地中海式農業    ㉓園芸農業     ㉔酪農 

㉕企業的穀物・畑作農業 ㉖混合農業      ㉗ルーマニア語   ㉘オランダ語 

㉙ロマンシュ語   ㉚エコツーリズム ㉛グリーンツーリズム ㉜オーバーツーリズム 

㉝ＷＴＯ      ㉞ＵＳＭＣＡ     ㉟シェンゲン    ㊱パリ  

㊲ワルシャワ    ㊳ベルン       ㊴リヨン      ㊵コルドバ 

㊶ローマ      ㊷クレタ       ㊸シチリア     ㊹カナリア 

㊺キプロス     ㊻ヨーロッパ共同体  ㊼ヨーロッパ連合  ㊽偏西風 

㊾貿易風      ㊿季節風       ○51ケスタ      ○52カール 

○5324        ○5427         ○5530         

 

 

［Ⅱ］ 小地形に関する問１と問２に答えなさい。解答はすべて解答用紙に記入すること。 

 

問 1 河川の上流から下流にかけて、みられるさまざまな地形とその特徴について、集落や農

地の分布なども考慮に入れて、模式図を描きながら説明しなさい。 

 

問 2 天井川の形成とそれによる問題について、50字以上 80字以下の文章で説明しなさい。 

 

以  上 


